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さ
ら
に
協
会
誌
「
一
日
も
早
く
」
を
「
一
日
も
長
く
」

に
し
た
ら
と
冗
談
で
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
近
「
平
均
寿
命
」
と
い
う
言
葉
と
共
に
「
健
康

寿
命
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
ま
す
。
平
均
寿
命
は

０
歳
の
人
が
そ
の
後
ど
れ
く
ら
い
の
期
間
生
き
る
の

か
を
示
し
て
い
ま
す
。
一
方
、「
健
康
寿
命
」
は
健

康
上
の
問
題
で
日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く

生
活
で
き
る
期
間
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
２２
年

の
厚
労
省
の
統
計
に
よ
れ
ば
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命

の
差
は
男
性
で
は
９
・
１３
年
、
女
性
で
は
１２
・
６８
年

と
な
っ
て
い
ま
す
。
筆
者
は
、
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー

の
場
合
の
健
康
寿
命
は
「
希
望
を
持
っ
て
生
き
る
、

ま
た
は
希
望
を
与
え
て
生
き
る
期
間
」
と
定
義
し
た

ら
ど
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

先
週
、
第
３２
回
全
国
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
大
阪
大

会
で
お
会
い
し
た
Ａ
さ
ん
は
、
丁
度
２０
年
前
、
世
界

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
協
会
連
合
京
都
大
会
の
祇
園
祭

見
学
の
際
、
既
に
腹
這
い
で
車
椅
子
に
乗
り
、
見
学

し
て
い
ま
し
た
。
今
回
お
会
い
し
た
時
も
全
く
同

じ
姿
勢
で
車
い
す
に
乗
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
付
添
い
の
お
母
さ
ん
に
は
変
化
が
あ
り
ま
し

た
。
シ
ル
バ
ー
カ
ー
を
引
い
て
歩
か
れ
て
い
た
の
で

す
。„
彼
女
元
気
い
い
ね
ー
＂
と
筆
者
が
感
嘆
の
声

を
上
げ
る
と
周
囲
の
人
が
、„
彼
女
は
ヘ
ル
パ
ー
の

紹
介
所
を
や
っ
て
活
躍
し
て
い
ま
す
か
ら
ね
＂
と
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。
筆
者
は
し
み
じ
み
と
思
い
ま
し

た
。
や
っ
ぱ
り
長
生
き
の
根
源
は
「
希
望
」
だ
な
と
。

　
（
平
成
２６
年
１０
月
２７
日
執
筆
）

理
事
長
だ
よ
り

弱
者
の
一
滴
（
２２
）

　「
一
日
も
長
く
」
そ
し
て
、

�

理
事
長
　
貝
谷
　
久
宣

　

国
立
病
院
機
構
病

院
の
先
生
方
に
よ
り
、

デ
ュ
シ
ェ
ン
ヌ
型
筋

ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
の

入
所
患
者
に
つ
い
て

の
１
９
９
９
年
か
ら

２
０
１
２
ま
で
の
統

計
調
査
の
研
究
結
果
が
、
臨
床
神
経
学
誌
（
５４
巻
、

９
号
）
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
死
亡

時
平
均
年
齢
は
２６
・
７
歳
か
ら
３２
・
４
歳
に
な
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
わ
ず
か
１３
年
で
６
年
近
く
寿
命
が

延
び
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
研
究
、
診
療
、
介
護
、
お

よ
び
病
院
管
理
ま
で
医
療
に
携
わ
る
す
べ
て
の
人
々

の
多
大
な
る
努
力
の
結
果
で
あ
る
と
感
謝
の
念
に
堪

え
ま
せ
ん
。

　

筆
者
が
愚
息
の
病
名
を
告
知
さ
れ
た
頃

（
１
９
８
０
年
中
頃
）は
„
こ
の
子
は
成
人
す
る
ま
で 

生
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
＂
と
毎
日
が
苦
悩
の
日
々

で
し
た
。
そ
の
愚
息
も
今
４４
歳
に
な
っ
て
い
ま
す
。

当
時
に
比
べ
患
者
さ
ん
の
平
均
寿
命
は
ざ
っ
と
２
倍

に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
愚
息
が
、
先
日
、

彼
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
ゴ
ー
ル
ド
コ
ン
サ
ー
ト

を
終
え
、
我
が
家
に
夕
食
に
来
て
、
言
い
ま
し
た
。

「
俺
は
親
父
よ
り
長
生
き
す
る
か
ら
ね
」と
。
そ
し
て
、

第
３２
回
全
国
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
大
阪
大
会
に

参
加
し
て

福
島
支
部
　
八
代
　
　
弘

　

１０
月
１７
〜
１８
日
と
、
大
阪
で
の
平
成
２６
年
度
患
者

と
家
族
の
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
福
島
を
８
時

の
新
幹
線
に
乗
り
、
１２
時
３０
分
に
は
新
大
阪
に
着
き

ま
し
た
。

　

駅
に
は
看
板
を
持
っ
た
大
会
役
員
の
お
迎
え
も
あ

り
、
冒
頭
の
理
事
長
の
挨
拶
に
間
に
合
う
事
が
出
来

ま
し
た
。
貝
谷
理
事
長
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｐ
Ｖ
の
会
の
福
島

の
八
代
君
は
来
て
い
る
か
？　

と
声
が
か
か
り
、
筋

平成２６年度筋ジス研究班班会議の予定表
日　　程 研　究　班

平成２６年 

１１月２７日（木）〜２８日（金） 木村班班会議

１１月２８日（金）〜２９日（土） 小牧班班会議

１２月 ３ 日（水）〜 ４ 日（木） 武田班班会議

１２月 ５ 日（金）〜 ６ 日（土） 西野班班会議

平成２７年 １ 月 ９ 日（金） 筋ジストロフィー研究班
合同班会議

※‌�会場は、いずれも JA共済ビルカンファレンスホール（東京都千代
田区永田町）
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ジ
ス
協
会
５０
年
の
歴
史
の
中
で
、
今
改
め
て
守
る
だ

け
な
く
、
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
に
来
て
い

る
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

な
ぜ
な
ら
ば
、
５
月
の
全
国
総
会
の
時
に
、「
難

病
指
定
の
議
決
を
大
阪
大
会
ま
で
持
ち
越
す
」
と
云

う
議
論
が
あ
り
ま
し
た
が
時
代
の
流
れ
は
ま
た
ず
、

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
─
は
難
病
指
定
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

春
の
総
会
に
続
き
、
今
回
も｢

全
国
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｐ

Ｖ
で
つ
な
が
る
愉
快
な
仲
間
達｣
の
紹
介
パ
ネ
ル
を

作
成
し
て
ロ
ビ
ー
に
展
示
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

私
に
気
管
切
開
を
塞
ぐ
と
云
う
き
っ
か
け
を
も
た

ら
し
て
く
れ
た
、
神
野
刀
根
山
病
院
名
誉
院
長
と
４

年
ぶ
り
に
お
会
い
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
研
究
発

表
の
後
の
交
流
会
で
は
、
神
野
先
生
の
『
筋
ジ
ス
ト

ロ
フ
ィ
ー
の
集
学
的
治
療
と
均
て
ん
化
に
関
す
る
研

究
』
班
の
思
い
を
改
め
て
お
聞
き
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

仙
台
、
西
多
賀
病
院
で
１
回
目
の
市
民
公
開
講
座

が
開
催
さ
れ
て
、
名
古
屋
・
奈
良
と
続
い
た
、「
全

国
の
筋
ジ
ス
病
棟
の
集
学
的
治
療
と
均
て
ん
化
に
図

る
目
的
の
研
究
」
班
で
す
。
こ
の
神
野
班
の
市
民
公

開
講
座
か
ら
多
く
の
仲
間
つ
な
が
り
、
情
報
交
換
す

る
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
※
が
出
来
て
い
き
ま
し
た
。
貝

谷
理
事
長
と
神
野
先
生
の
お
言
葉
を
重
ね
合
わ
せ
る

と
、
新
難
病
法
に
よ
り
、
筋
ジ
ス
が
難
病
に
指
定
さ

れ
、
今
を
い
き
て
い
る
人
達
（
筋
ジ
ス
病
棟
等
で
）

が
希
望
を
持
っ
て
生
活
出
来
る
様
に
し
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
し
、筋
ジ
ス
協
会
の
、一
つ
の
柱
で
あ

る
“
患
者
と
家
族
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
を
求
め
る
”
活

動
が
必
要
で
す
。
大
会
の
最
後
に
は
、
京
都
か
ら
若

い
当
事
者
か
ら
声
が
上
が
り
、
会
場
か
ら
せ
っ
か
く

こ
う
い
う
提
起
が
な
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
中
途
半
端

な
終
わ
り
方
は
し
な
い
で
、
初
め
か
ら
こ
う
い
う
課

題
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
し
て
ほ
し
か
っ
た
と
い
う

発
言
と
賛
同
の
拍
手
が
あ
っ
た
事
を
、
大
会
参
加
者

と
協
会
執
行
部
は
忘

れ
て
は
い
け
い
と
思

い
ま
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
は
、

公
平
・
安
定
的
に
、

国
民
の
理
解
得
る
た

め
に
、
障
害
福
祉
か

ら
大
き
な
枠
の
難
病

対
策
と
し
て
筋
ジ
ス

医
療
を
特
別
扱
い
し

な
い
と
云
っ
て
い
ま

す
が
…
。

　

本
当
に
一
括
り
に
し
て
、
私
達
の
筋
ジ
ス
の
医

療
・
療
養
の
目
的
が
達
成
出
来
る
の
か
と
疑
問
が
残

り
ま
す
。

　

１０
数
年
前
に
夢
の
扉
で
活
躍
の
多
く
の
方
等
と
、

短
い
時
間
で
し
た
が
お
会
い
出
来
ま
し
た
。

　

今
は
、
筋
ジ
ス
協
会
の
会
員
の
力
を
結
集
さ
せ
な

い
と
前
に
進
ま
な
い
し
、
何
も
出
来
な
い
。
先
人
の

知
恵
を
借
り
て
、
今
後
目
指
す
べ
き
立
法
や
政
策
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
構
築
の
活
動
に
反
映
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
思
っ
た
大
阪
大
会
で
し
た
。

※
Ｎ
Ｐ
Ｐ
Ｖ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
支
援
機
構
と
は

（http://w
w

w
.nppv.org/

）

　

Ｎ
Ｐ
Ｐ
Ｖ
（
非
侵
襲
的
陽
圧
換
気
療
法
）
と
は
、

気
管
切
開
・
挿
管
の
い
ら
な
い
人
工
呼
吸
で
す
。
人

工
呼
吸
を
し
な
が
ら
食
べ
る
こ
と
も
話
す
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　

し
か
し
、
ま
だ
一
部
の
医
療
現
場
で
は
使
い
慣
れ

な
い
方
法
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
呼
吸
管
理
と
排

痰
・
呼
吸
リ
ハ
等
に
よ
り
、
確
実
に
私
達
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ

が
向
上
し
て
い
ま
す
。

　
「
気
管
切
開
し
て
人
工
呼
吸
に
し
ま
し
ょ
う
」
と

お
医
者
さ
ん
か
ら
言
わ
れ
た
ら
、
ち
ょ
っ
と
待
っ

て
！
「
Ｎ
Ｐ
Ｐ
Ｖ
と
い
う
、
気
管
切
開
し
な
い
方
法

が
あ
る
ん
で
す
よ
ね
？
」
と
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

Ｎ
Ｐ
Ｐ
Ｖ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
支
援
機
構
は
、
そ
ん
な
呼

吸
に
不
安
の
あ
る
人
達
と
情
報
交
換
し
て
い
ま
す
。

※
第
３２
回
全
国
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
大
阪
大
会
の
大

会
報
告
は
、
次
号
２
８
５
号
で
詳
し
く
紹
介
し
ま
す
。

ロビーに展示された紹介ポスター

神野先生と共に
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開
会
式
に
は
４０
名
近
い
参
加
者
の
出
席
を
得
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
貝
谷
理
事
長
か
ら
、
こ
の
診
療
所
の

開
設
に
当
た
っ
て
は
多
く
の
方
の
ご
支
援
に
よ
っ
て

実
現
で
き
た
こ
と
、
大
澤
真
木
子
診
療
所
長
は
じ
め

日
本
の
筋
ジ
ス
治
療
や
研
究
の
最
高
レ
ベ
ル
の
人
材

を
得
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
こ
の
診
療

所
の
特
徴
を
生
か
し
た
患
者
、
か
か
り
つ
け
医
と
専

門
医
療
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
行
く
こ

と
を
紹
介
し
ま
し
た
。
貝
谷
理
事
長
自
身
、
精
神
科

医
と
し
て
外
来
を
受
け
持
ち
患
者
家
族
の
皆
様
の
診

療
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

大
澤
診
療
所
長
は
、
専
門
医
療
の
診
療
だ
け
で
な

く
ご
家
族
の
心
配
事
や
お
悩
み
に
つ
い
て
も
懇
切
丁

寧
に
対
応
し
ご
家
族
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
行
っ
て

行
く
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。
ま
た
、
小
児
慢
性
特

定
疾
患
や
難
病
の
専
門
医
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
患
者

家
族
の
相
談
に
の
っ
て
行
く
こ
と
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
訪
問
診
療
を
行
っ
て
い
る
石
原
傳
幸
先
生
か
ら

は
、
外
来
に
来
る
こ
と
が
難
し
い
患
者
さ
ん
の
お
宅

に
定
期
的
に
訪
問
診
療
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介

し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

来
賓
の
皆
様
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
当
協
会
の
医
療
、

教
育
福
祉
の
活
動
を
評
価
し
て
頂
き
ま
し
た
。
特
に

豊
島
区
長
代
理
と
し
て
お
出
で
頂
い
た
原
田
美
江
子

池
袋
保
健
所
長
か
ら
新
し
い
豊
島
地
域
で
の
活
動
に

期
待
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
豊
島
区
は
現
在
進
化
し

て
お
り
、
特
に
健
康
福
祉
の
拠
点
を
来
年
に
池
袋
へ

集
約
し
、
区
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
し
て
お

り
ま
す
。
大
塚
駅
周
辺
も
明
る
く
素
敵
な
街
に
変
わ

ろ
う
と
し
て
お
り
、
こ
の
診
療
所
が
こ
の
街
の
一
員

大
塚
駅
前
診
療
所
の
開
所
式

４０
人
余
が
参
加
し
て
盛
大
に
開
催

副
理
事
長
　
矢
澤
　
健
司

　

大
塚
駅
前
診
療
所
の
開
設
を
祝
う
開
所
式
が
、
１０

月
２６
日
（
日
）、
豊
島
区
南
大
塚
の
全
国
心
身
障
害

児
福
祉
財
団
（
以
下
、
全
国
財
団
と
す
る
）
の
７
階

大
会
議
室
で
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
８
月
末
に
西
早
稲
田
の
財
団
ビ
ル
か
ら
大
塚

の
新
し
い
財
団
ビ
ル
に
移
転
し
ま
し
た
。
協
会
立
の

診
療
所
は
貝
谷
久
宣
理
事
長
の
永
年
の
念
願
で
名
古

屋
、
福
岡
に
続
い
て
３
番
目
の
診
療
所
開
所
と
な
り

ま
し
た
。
診
療
所
開
設
に
当
た
っ
て
は
、
改
装
工
事
、

障
害
者
ト
イ
レ
の
設
置
、
保
健
所
の
手
続
き
等
の
支

援
を
全
国
財
団
か
ら
受
け
ま
し
た
。
そ
の
他
、
開
設

ま
で
の
間
、
３
年
半
実
施
し
て
き
ま
し
た
訪
問
診
療

も
全
国
財
団
の
全
国
療
育
相
談
セ
ン
タ
ー
事
業
に
組

み
入
れ
て
い
た
だ
き
、
保
険
診
療
と
し
て
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
他
、
数
々
の
支
援
を
全

国
財
団
か
ら
受
け
、
今
日
の
診
療
所
開
所
が
あ
る
こ

と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

開
所
式
に
先
立
っ
て
、
記
念
講
演
を
国
立
精
神
・

神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
病
院
の
小
牧
宏
文
先
生
に

「
デ
ュ
シ
ェ
ン
ヌ
型
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
診
療
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講
演
を
分
か
り
や

す
く
お
話
し
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
、
デ
ュ
シ
ェ
ン
ヌ
型
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
診
療

を
行
う
た
め
に
適
切
な
情
報
を
か
か
り
つ
け
医
の
先

生
方
に
提
供
す
る
も
の
で
、
数
年
間
か
け
て
世
界
中

の
文
献
を
調
べ
、
５０
年
に
及
ぶ
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー

の
成
果
も
含
め
制
作
し
た
も
の
で
す
。
当
協
会
か
ら

も
患
者
会
を
代
表
し
て
私
が
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
今
後
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
活
用
し
て
頂
き

多
く
の
先
生
方
に
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
患
者
の
か
か

り
つ
け
医
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

同じく挨拶する大澤真木子診療所長

大勢が出席した開所式の懇親会

大塚駅前診療所開所式で挨拶する貝
谷久宣理事長
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フ
リ
ー
協
会
代
表
理
事　

貝
谷　

嘉
洋
様
、国
立
病

院
機
構
東
埼
玉
病
院
院
長　

川
井　

充
様
、国
立
精

神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
Ｔ
Ｍ
Ｃ
早
期
探
索

的
臨
床
試
験
室　

木
村　

円
様
、国
立
精
神
・
神
経

医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
病
院
筋
疾
患
セ
ン
タ
ー
長　

小

牧　

宏
文
様
、国
立
病
院
機
構
本
部
医
療
部
医
療
課

医
療
企
画
専
門
職　

坂
口　

大
様
、全
国
病
弱
虚
弱

教
育
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
事
務
局
長　

坂
田　

紀
行

様
、国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
ト
ラ
ン

ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
長　

武

田　

伸
一
様
、北
海
道
地
方
本
部
長　

竹
田　

保
様
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
こ
と
ば
を
育
む
会
事
務
局
長　

田

嶋　

恵
美
子
様
、静
岡
支
部
長　

田
中　

勝
俊
様
、千

葉
支
部
長　

鴇
田　

重
夫
様
、一
般
社
団
法
人
ゼ
ン

コ
ロ
理
事
長
・
社
会
福
祉
法
人
東
京
コ
ロ
ニ
ー
理

事
長　

中
村　

敏
彦
様
、倫
理
委
員
会
委
員　

野

村　

忍
様
、中
央
愛
児
園
園
長　

原　

美
智
子
様
、倫

理
委
員
会
委
員　

福
井　

至
様
、社
会
福
祉
法
人
東

と
し
て
育
っ
て
ゆ
く
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
財
団
に
関
係
し
て
い
る
団
体
の
皆
様
か
ら
も
、

い
ろ
い
ろ
な
面
で
連
携
し
て
こ
れ
か
ら
一
緒
に
活
動

し
て
ゆ
く
こ
と
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

◇
開
所
式
ご
出
席
の
皆
様
（
順
不
同
）

　

文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
特
別
支
援
課
特
別

支
援
教
育
調
査
官　

丹
羽　

登
様
、豊
島
区
長
代
理
・

豊
島
区
池
袋
保
健
所
長　

原
田　

美
江
子
様
、豊
島

区
保
健
福
祉
部
障
害
者
福
祉
課
長　

森　

眞
理
子
様
、

社
会
福
祉
法
人
全
国
心
身
障
害
児
福
祉
財
団
常
務
理

事　

髙
山　

康
信
様
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
障
害
者
協

議
会
事
務
局
長　

荒
木　

薫
様
、ふ
く
や
ま
っ
こ
家

族
の
会　

池
上　

香
織
様
、東
京
女
子
医
科
大
学
小

児
科
講
師　

石
垣　

景
子
様
、株
式
会
社
日
本
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー　

今
村　

茂
樹
様
、倫
理
委
員

会
委
員　

岩
田　

理
加
子
様
、け
や
き
歯
科
診
療
所

所
長　

奥
村　

ひ
さ
様
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
バ
リ
ア

京
コ
ロ
ニ
ー
職
能
開
発
室
所
長　

堀
込　

真
理
子

様
、ふ
く
や
ま
っ
こ
家
族
の
会
代
表　

松
木　

正
道

様
、日
本
財
団
福
祉
チ
ー
ム　

村
上　

智
則
様
、東
京

テ
ィ
ー
モ
ス
法
律
事
務
所
弁
護
士　

村
田　

明
彦
様
、

特
定
非
営
利
活
動
法
人
東
京
都
自
閉
症
協
会
役
員　

横
田　

雄
紀
様
、パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
メ
デ
ィ
コ
株
式

会
社
顧
問　

吉
田　

大
之
様

◇
ご
芳
志
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
（
順
不
同
）。

　

独
立
行
政
法
人
国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ

ン
タ
ー
総
長　

樋
口 

輝
彦
様
、フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・
レ

ス
ピ
ロ
ニ
ク
ス
合
同
会
社
職
務
執
行
者
社
長　

ダ

ニ
ー
・
リ
ス
バ
ー
グ
様
、九
州
地
方
本
部
長　

白
木 

洋
様
、衆
議
院
議
員　

野
田 

聖
子
様
、顧
問　

河
端 

静
子
様
、独
立
行
政
法
人
国
立
精
神
・
神
経
医
療
研

究
セ
ン
タ
ー
病
院
長　

水
澤 

英
洋
様
、福
岡
診
療
所

所
長　

竹
下 

研
三
様
、Ｍ
ｅ
ｉ
ｊ
ｉ　

Ｓ
ｅ
ｉ
ｋ
ａ

フ
ァ
ル
マ
株
式
会
社
Ｃ
Ｎ
Ｓ
領
域
部
部
長　

濵
島 

安
男
様
、フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・
レ
ス
ピ
ロ
ニ
ク
ス
合
同

会
社
職
務
執
行
者
社
長　

ダ
ニ
ー
・
リ
ス
バ
ー
グ

様
、共
立
印
刷
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長　

篠
原 

憲
一
様
、
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
メ
デ
ィ
コ
株
式
会
社

様
、社
会
福
祉
法
人
東
京
コ
ロ
ニ
ー
様
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

日
本
障
害
者
協
議
会
様
、全
国
病
弱
虚
弱
教
育
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
様
、特
定
非
営
利
活
動
法
人
東
京
都

自
閉
症
協
会
様
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
こ
と
ば
を
育
む

会
様
、武
田　

伸
一
様
、木
村　

円
様
、石
垣　

景
子

様
、竹
田　

保
様
、鴇
田　

重
夫
様
、堀
込 

真
理
子
様
、

顧
問　

福
澤　

利
夫
様
、桜
沢　

民
夫
様
、株
式
会
社

フ
ェ
ア
様

机の上に電子カルテ、レセプトコン
ピュータが入ったパソコン

人形やおもちゃが並ぶ診察室の一角

診察室への引き戸にもイラストシー
ルをはった待合室
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佐
藤
伸
夫
美
術
館
開
館
式
典
に
寄
せ
て

新
潟
支
部
長
　
阿
部
　
省
吾

　

去
る
９
月
１３
日（
土
）、国
立
病
院
機
構
新
潟
病
院

に
於
い
て
、佐
藤
伸
夫
美
術
館
開
館
記
念
式
典（
富
沢

修
一
院
長
主
催
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。日
本
筋
ジ
ス

ト
ロ
フ
ィ
ー
協
会
新
潟
支
部
も
患
者
及
び
家
族
が
参

加
し
ま
し
た
の
で
そ
の
紹
介
を
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

　

新
潟
県
柏
崎
市
に
在
宅
の
佐
藤
伸
夫
さ
ん
は
当
院

か
ら
車
で
５
分
の
在
宅
患
者
で
あ
り
、
柏
崎
観
光
で

は
有
名
な
鯨
波
海
岸
と
言
う
恵
ま
れ
た
土
地
で
生
活

を
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
６４
歳
の
佐
藤
さ
ん
は
２
歳
の
と
き
筋
ジ
ス
ト

ロ
フ
ィ
ー
を
発
症
し
て
以
来
、
両
親
の
計
ら
い
に
よ

り
遠
く
の
千
葉
県
で
入
院
生
活
と
学
校
生
活
を
続
け

ら
れ
て
２１
歳
で
柏
崎
の
自
宅
へ
戻
る
と
同
時
に
新
潟

病
院
へ
通
院
す
る
生
活
と
成
り
ま
し
た
。

　

勿
論
そ
れ
以
来
、
筋
ジ
ス
新
潟
支
部
の
会
員
と
し

て
多
く
の
仲
間
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
出
会
い
が
出
来

た
わ
け
で
す
。

　

ま
た
、
当
支
部
の
事
業
活
動
に
つ
い
て
は
支
部
長

と
し
て
そ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
戴
い
た

こ
と
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

　

長
い
闘
病
生
活
の
中
で
は
、
趣
味
の
絵
画
や
写
真

を
体
調
に
応
じ
て
制
作
に

励
み
、
美
術
展
に
は
市
展
、

県
展
を
問
わ
ず
県
外
へ
も

出
展
し
て
多
く
の
作
品
が

入
賞
し
て
お
り
ま
す
。

　

画
集
発
刊
は
２
０
０
１

年
、
２
０
１
４
年
と
続
い

て
発
刊
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
度
の
記

念
式
典
は
富
沢
修
一
院
長

の
挨
拶
で
始
ま
り
、
佐
藤

伸
夫
さ
ん
の
謝
意
を
込
め

た
言
葉
が
続
き
、
来
賓
に

は
東
埼
玉
病
院
長
川
井
充

先
生
、
阿
賀
病
院
長
近
藤
浩
先
生
、
日
本
筋
ジ
ス
ト

ロ
フ
ィ
ー
協
会
副
理
事
長
矢
澤
健
司
氏
と
沢
山
の
ご

挨
拶
が
続
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
記
念
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
式
典
を
終
了

し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
沢
山
の
新
聞
社
の
写
真
や
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
が
あ
り
、
翌
日
の
新
聞
が
待
ち
遠
し

か
っ
た
で
す
。

　

美
術
館
は
新
潟
病
院
旧
１
階
３
部
屋
を
改
造
し
て

展
示
室
と
し
た
も
の
で
、
参
加
者
は
順
次
作
品
を
鑑

賞
し
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
会
は
午
後
４
時
か
ら
東
埼
玉
病
院
の
川

井
院
長
先
生
の
「
治
ら
な
い
病
気
に
ど
う
と
り
く
む

か
」
の
演
題
で
進
行
性
筋
萎
縮
症
に
つ
い
て
の
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
説
明
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

に
よ
り
「
生
の
記
録
」
と
題
し
て
千
葉
県
下
志
津
病

院
の
様
子
を
詳
し
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
デ
シ
ュ
ヌ
型
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
症
の
治
療
、

徳
島
病
院
の
装
具
療
法
の
紹
介
、
障
が
い
者
総
合
支

援
法
の
療
養
介
護
、
全
国
筋
ジ
ス
２７
病
院
の
交
流
、

難
病
指
定
ま
で
の
社
会
的
経
緯
等
、
詳
し
く
教
え
て

下
さ
い
ま
し
た
。

　

講
演
後
は
７
月
１
日
に
８
階
建
て
の
新
病
棟
が
完

成
し
た
も
の
で
、
病
棟
生
活
を
し
て
い
る
患
者
や
そ

の
設
備
な
ど
を
出
席
者
に
見
学
を
し
て
戴
き
ま
し
た
。

絵
と
と
も
に
佐
藤
伸
夫
美
術
館
開
館
へ
感
謝

新
潟
支
部
　
佐
藤
　
伸
夫

　

海
は
今
日
も
綺
麗
な
青
い
色
を
作
り
出
し
。
正
面

の
海
を
右
手
に
目
を
向
け
る
と
８
階
建
て
の
外
壁
に

ベ
ン
ガ
ラ
色
を
施
し
た
新
潟
病
院
が
見
え
る
。
私
は

筋
ジ
ス
画
家
、
佐
藤
伸
夫
さ
ん
の
美
術
館

新
潟
病
院
内
に
。
９
月
に
開
館
式
典

式典で挨拶をする矢澤健司副理事長

佐藤伸夫美術館の開館を祝うテープカット
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こ
ん
な
環
境
で
絵
を
創
作
し
て
い
ま
す
。

　

中
学
１
年
生
の
時
歩
行
困
難
に
な
り
。
４４
年
前
の

当
時
、
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
病
棟
が
開
棟
し
た
ば
か

り
の
千
葉
県
四
街
道
の
国
立
療
養
所
下
志
津
病
院
７

病
棟
へ
入
院
し
ま
し
た
。
関
東
甲
信
越
の
各
地
か
ら

病
気
を
治
そ
う
と
４０
人
を
越
え
る
仲
間
が
あ
つ
ま
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
仲
間
た
ち
と
出
会
い
、
病
気
の
こ

と
深
い
分
か
れ
を
詳
し
く
知
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
言
で
語
る
と
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
に
驚
か
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

病
気
の
解
明
に
治
療
法
も
無
く
こ
れ
か
ら
の
自
分

の
時
間
は
と
思
い
悩
み
、
５
年
間
お
世
話
に
な
っ
た

下
志
津
病
院
よ
り
、
幼
い
頃
に
目
に
し
た
夕
日
を
描

き
た
く
退
院
を
選
び
ま
し
た
。

　

油
絵
の
具
を
塗
り
重
ね
て
描
い
た
初
期
。
描
く
こ

と
は
生
き
る
こ
と
と
言
い
続
け
筆
を
握
り
ま
し
た
。

あ
る
時
、
洋
画
家
の
室
星
董
道
さ
ん
の
訪
問
を
受
け
、

絵
画
の
指
導
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

先
生
に
ほ
め
て
も
ら
い
た
く
似
て
く
る
絵
に
、
真

似
て
は
い
つ
ま
で
も
僕
を
越
え
ら
れ
な
い
と
師
の
言

葉
で
し
た
。
次

第
に
大
き
い

キ
ャ
ン
バ
ス
に

挑
戦
し
筆
先
が

届
か
ず
、
天
地

を
逆
転
か
ら
生

ま
れ
た
同
心
円

と
水
平
線
。
自

由
に
な
ら
ぬ
腕

に
水
彩
に
移
行
。

自
力
制
作
に
区
切
り
を
と
の
思
い
は
大
勢
の
応
援
隊

に
よ
り
半
世
紀
展
と
画
集
刊
行
を
し
て
い
た
だ
い
た

大
切
な
転
換
期
で
し
た
。

　

身
体
や
生
活
環
境
か
ら
制
約
の
中
で
辞
め
て
も
い

い
。
と
思
う
私
に
、
自
由
に
描
い
て
く
だ
さ
い
。
制

作
ミ
ス
を
駄
目
に
し
な
い
。
と
の
後
押
し
に
勇
気
が

沸
い
て
。
ま
さ
し
く
再
度
絵
を
描
き
だ
す
絵
が
生
ま

れ
変
わ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　

変
わ
る
と
言
え
ば
、新
潟
県
中
越
沖
地
震（
平
成
１９

年
７
月
１６
日
）の
被
災
が
あ
り
ま
す
。住
み
慣
れ
た
家
、

自
室（
ア
ト
リ
エ
）離
れ
１
年
間
の
親
戚
宅
に
お
け
る

避
難
生
活
で
制
作
に
は
困
難
な
日
々
で
し
た
。今
ま

で
の
や
り
方
で
は
時
間
を
浪
費
す
る
だ
け
で
、画
材

の
選
定
と
描
き
方
を
工
夫
次
第
で
創
作
の
意
図
は
変

え
な
く
て
も
い
い
と
考
え
。い
つ
し
か
当
た
り
前
と

言
わ
れ
る
既
成
概
念
を
破
る
こ
と
に
よ
り
未
来
が
広

が
る
、自
ら
枠
を
払
い
描
く
自
由
と
楽
し
さ
を
知
り

ま
し
た
。創
作
は
停
滞
し
て
は
お
も
し
ろ
く
な
い
。止

ま
っ
て
も
明
日
へ
の
休
息
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
日
よ
り
明
日
は
き
っ
と
新
し
い
も
の
が
で
き
る
、

新
し
い
出
会
い
は
喜
び
で
あ
り
、
明
日
へ
生
き
る
力

と
信
じ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
絵
を
描
く
の
で
す
。
絵

筆
を
取
り
表
現
で
き
る
こ
と
、
両
親
が
脊
髄
性
筋
萎

縮
症
と
言
う
病
気
に
生
ん
で
く
れ
た
こ
と
、
あ
き
ら

め
ず
育
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
作
品
は
、

車
椅
子
の
テ
ー
ブ
ル
の
上
で
制
作
し
、
絵
の
準
備
か

ら
終
わ
る
ま
で
兄
の
サ
ポ
ー
ト
を
必
要
と
し
て
い
ま

す
。
ど
の
よ
う
な
状
態
で
も
絵
を
描
き
続
け
、
自
信

を
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
絵
を
通
し
多
く
の
方
と
の
出
会
い
は
、
私
の

宝
物
と
い
え
ま
す
。
そ
こ
に
、
独
立
行
政
法
人
国
立

病
院
機
構
新
潟
病
院
院
長
先
生
の
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
美
術
館
も
加
わ
り
と
て
も
嬉
し
い
限
り
で
す
。

　

平
成
２６
年
９
月
１３
日
に
国
立
病
院
機
構
新
潟
病
院

内
に
於
い
て
、
佐
藤
伸
夫
美
術
館
開
館
記
念
式
典
が

行
わ
れ
当
日
は
、
国
立
病
院
機
構
新
潟
病
院
富
沢
修

一
先
生
の
ご
挨
拶
を
頂
い
た
後
に
、
私
も
挨
拶
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

国
立
病
院
機
構
東
埼
玉
病
院
院
長
川
井
充
様
は
じ

め
、
脳
神
経
セ
ン
タ
ー
阿
賀
野
病
院
理
事
長
近
藤
浩

様
、
日
本
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
協
会
副
理
事
長
矢
澤

健
司
様
、
よ
り
ご
臨
席
を
賜
り
ご
祝
辞
を
賜
り
ま
し

た
。
あ
わ
せ
て
多
く
の
ご
来
賓
の
皆
さ
ま
に
ご
臨
席

を
賜
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
美
術
館
開
館
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
終
わ
り
ま

し
た
。
場
所
を
変
え
講
演
会
で
は
、
国
立
病
院
機
構

東
埼
玉
病
院
院
長
川
井
充
先
生
に
よ
る
演
題
「
治
ら

な
い
病
気
に
ど
う
と
り
く
む
か
」
で
、
障
害
者
総
合

支
援
法
と
筋
ジ
ス
の
生
活
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
私
も
「
今
何
が
し
た
い
か
」
を
お
話
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

９
月
１３
日
は
私
に
と
っ
て
緊
張
感
と
高
揚
感
に
包

ま
れ
て
い
つ
も
の
自
分
で
な
い
こ
と
を
感
じ
な
が
ら
、

忘
れ
ら
れ
な
い
一
日
が
無
事
終
わ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
美
術
館
は
旧
１
病
棟
内
の
３
部
屋
に
初
期

か
ら
現
代
ま
で
の
絵
が
、皆
さ
ま
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。ど
う
ぞ
新
潟
に
お
越
し
の
さ
い
は
ぜ
ひ
佐
藤
伸

夫
美
術
館
へ
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

※
佐
藤
伸
夫
さ
ん
の
新
し
い
画
集
が
、
１１
ペ
ー
ジ
で

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

美術館開館式典で感謝の言葉
を述べる佐藤伸夫さん
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　旧筋ジス病棟がある国立病院機構病院の入所患者から、協会へ要望が届きましたので、全文をそのまま掲載
します。なお、この患者が入所する病院名は伏せてあります。○○病院と表示しています。

２０１４協会への要望

　私達は、自立支援法施行に基づき、病院での生活において医療と療養面でのサポートが保証されています。
毎年、病院側と契約を更新しながら、多くの患者が長期入院をしており、地方に居住する患者は、行政の支
援を十分に得る事が難しく、病気が重度になるほど地域で生活することが困難になり、長期入院を余儀なく
され、社会的入院という道を選択しています。多くは、国立療養所時代の筋ジス病棟に子供の頃から入院し
ている筋ジス患者が割合を占め、地域で過ごすよりも入院で人生を過ごす患者の方が多いのです。自立支援
法は、障害者が自己の選択のもとで自分らしく生きるため、国がそれを支援すべく作られた法律です。いま
だ私達地方の患者は、病院で長期入院という選択肢しかないのは、非常に残念な状況です。
　さて、○○病院内の筋ジス病棟は、現在、筋ジス患者の他に、難病の混合病棟になっており、職員の業務
も多岐にわたり過密になってきました。過酷な業務ゆえ、体調を崩され休職や離職する職員もいて、人手不
足という悪循環の中に常にあります。
　そんな状況の中で医療のサポートは十分受けられていますが、療養介護のサポートは、医療的業務がどう
しても優先される為、年々先細りしており、あらゆる理由を付けられ縮小されております。重度の患者が離
床して車いすに移乗する事が月に一度あるかないかです。患者が PC の電源を入れてもらうだけでも、それ
は療養介護の実績として記録に残ると言う、如何なものです。
　これらの問題の背景には、本来供給されるべきサービスに対して圧倒的に人員が不足しているので、患者
が求めることのできる最低限のニーズに応える事が出来ないでいるからです。
　それどころか接遇面でも疎かになり、気管切開して発声できない患者への対応では、職員が口パクで読め
ることを理由に文字盤を使う事を省略され、忙しさを理由に後回しにされる事もあります。これは予めパソ
コンで文字を打っても拒否される事があります。私達、患者は様々な場面で不利益を甘受せねばなりません。
　はたして自分達は意志を持って、人間としての尊厳を持ちながら生きているのかさえ疑問に思いながら、
不信感だけが募り、両親にも、それを口にすることさえ憚れる環境の中、諦めの心境で生きる者もいます。
　完治しない患者にとって ｢諦め｣ に追いつめられる事は、これ以上ない理不尽です。
　北海道の国立病院機構八雲病院は、医療と QOL において日本でもトップで全国から患者が集まるほどの
信頼を得ております。裏を返せば、このような事態は、格差だという事を顕著に表しております。勿論その
ような格差解消に向けた努力は、一病院の努力では出来ない部分もあります。
　八雲では気管切開を回避するため、NPPV で高い医療と QOL を維持する事を実践して、八雲の方式を普
及する取り組みを行っています。他の国立病院機構でも NPPV を取り入れているところはありますが、この
ままでは筋ジス医療は後退どころか崩壊してしまうという不安と危機感さえあります。
　これまで筋ジス患者の受け入れをしてきた国立病院機構の病院は、在宅の患者にとっても頼みの綱です。
　国立病院機構の質の低下は在宅患者が、地域で安心して暮らすことを続けるためにも大きなダメージにな
ります。そこで私達は協会に次の要望を出させて頂きます。
・‌�全国の国立病院機構に入院している筋ジス患者に対して、医療と QOL の実態調査を協会から各支部に通

達して、協会と各支部の責任のもとで、病院を通さず行うこと。
・‌�協会内に患者・家族、医療関係者、支援者を中心とした、QOL を向上させるための委員会（その内部には

グループワーク）を設置し、当事者同士が、あらゆる問題を議論し解決を模索する場、あらゆる当事者が
連携し意識を高める場とし、協会の大会や総会などで提言できる機会を求めます。格差が表面化した場合
は、その解消に向け対策を検討し、協会として国に働きかけること。

・‌�現在、地方に居住する患者が地域に暮らせる様、また十分な支援を受けられる様、患者の選択肢を広げて
頂き、協会として国に働きかけること。

以上、難題のようではありますが、これらを私達が本来得るべき権利として勝ち取れる事を、協会としてご
尽力の程、宜しくお願い申し上げます。
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地
方
本
部・支
部
だ
よ
り

第
１４
回
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
養
成
講
座
を

終
え
て

新
潟
支
部
長
　
阿
部
　
省
吾

　

去
る
９
月
２７
日
（
土
）
に
、
新
潟
支
部
が
主
催
と

な
っ
て
第
１４
回
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
養
成
講
座
を
開

催
し
ま
し
た
の
で
報
告
致
し
ま
す
。

　

養
成
講
座
を
新
潟
で
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
貝
谷

理
事
長
よ
り
４
月
の
本
部
総
会
の
際
に
依
頼
が
あ
り

ま
し
た
。
当
支
部
で
検
討
の
結
果
、
講
座
の
開
催
を

ご
辞
退
申
し
た
の
で
す
が
、
本
部
と
し
て
は
極
力
支

部
に
は
負
担
を
掛
け
な
い
で
開
き
ま
す
、
と
の
こ
と

で
や
む
な
く
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
成
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
会
場
設
定
や
講
師
の
宿
泊
並
び
に
交
通

の
利
便
性
を
検
討
し
た
訳
で
す
。
本
部
の
意
向
と
し

て
市
内
の
ホ
テ
ル
を
会
場
に
し
て
は
ど
う
か
と
の
事

で
し
た
が
、
参
加
者
の
交
通
の
便
、
特
に
新
潟
病
院

か
ら
の
移
動
な
ど
考
慮
す
れ
ば
病
院
内
の
療
育
棟

ホ
ー
ル
が
新
し
く
な
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
借
用
出

来
れ
ば
好
都
合
で
は
な
い
か
と
、
早
速
、
病
院
長
に

そ
の
主
旨
を
説
明
し
て
施
設
利
用
の
依
頼
を
申
し
込

み
ま
し
た
。

　

病
院
と
し
て
も
今
年
は
新
病
棟
（
８
階
建
て
）
の

竣
工
に
伴
い
７
月
に
は
開
棟
す
る
の
で
、
移
転
後
の

患
者
さ
ん
の
生
活
や
院
内
の
諸
設
備
の
見
学
も
含
め

て
、
承
諾
を
得
た
も
の
で
す
。

　

養
成
講
座
に
参
加
す
る
希
望
者
が
集
ま
る
か
ど
う

か
が
一
番
の
心
配
で
し
た
の
で
、
開
催
の
案
内
を
支

部
会
員
（
家
族
会
）

は
も
と
よ
り
、
病
院

関
係
者
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
関
係
等
々
に

配
布
し
て
Ｐ
Ｒ
に
努

め
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
約
４０
名
の
参
加

者
を
得
て
開
催
に
こ

ぎ
つ
け
ま
し
た
。

　

当
日
は
貝
谷
理
事

長
は
じ
め
６
人
の
ス

タ
ッ
フ
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
理
事
長

の
開
会
挨
拶
で
は
、

特
に
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
人
間
関
係
の
調
整
が
う

ま
く
い
く
事
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
貝
谷
嘉
洋
さ
ん
が
『
私
が
受
け
て
い
る
在

宅
福
祉
』
と
題
し
て
講
演
、
彼
は
東
京
都
の
在
宅
者

で
電
動
車
椅
子
生
活
で
あ
っ
て
も
日
本
バ
リ
ア
フ

リ
ー
協
会
の
代
表
を
さ
れ
、
福
祉
行
政
に
も
参
加
し

て
活
躍
さ
れ
て
い
る
様
子
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

井
原
千
琴
さ
ん
は
、
福
山
型
医
学
情
報
登
録
に
つ

い
て
、
福
山
型
の
遺
伝
子
登
録
の
現
在
得
ら
れ
た
情

報
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
澤
真
木
子
先
生
は
『
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
遺

伝
子
医
学
お
よ
び
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
つ
い

て
』
と
題
し
て
、
こ
の
度
開
設
さ
れ
る
大
塚
駅
前
診

療
所
の
所
長
と
し
て
遺
伝
子
医
学
の
研
究
成
果
を
詳

し
く
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

　

１２
時
半
か
ら
は
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
と
し
て
休
憩
時
間

を
利
用
し
て
新
し
く
な
っ
た
病
棟
の
見
学
や
先
月
に
、

当
支
部
会
員
で
あ
る
佐
藤
伸
夫
君
の
美
術
館
を
病
院

旧
館
１
階
に
開
設
し
ま
し
た
の
で
皆
様
に
展
示
場
を

案
内
し
ご
覧
戴
き
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
野
口
、
石
井
両
講
師
に
よ
る
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
の
基
礎
に
つ
い
て
聞
き
、
そ
の
後
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
に
参
加
者
全
員
が
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
練
習
を
重
ね
ま
し
た
。

　

午
後
３
時
か
ら
は
総
合
討
論
会
を
し
て
総
評
を
頂

き
、
そ
の
後
貝
谷
理
事
長
か
ら
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

認
定
書
を
全
員
が
戴
き
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
本
部
理
事
長
さ
ん
は
じ
め
ス
タ
ッ
フ
の

皆
様
の
ご
指
導
に
感
謝
し
、
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

ロールプレイでカウンセリングの練習をす
る参加者

野口講師による基礎についての説明
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福
山
型
分
科
会
「
ふ
く
や
ま
っ
こ
家
族
の
会
」

関
西
お
泊
ま
り
会
を
開
催
し
ま
し
た

樋
口
　
圭
子

　

９
月
１４
日
、
１５
日
、
大
阪
の
ア
ミ
テ
ィ
舞
洲
に

て
、「
ふ
く
や
ま
っ
こ
家
族
の
会
」
の
関
西
お
泊
ま

り
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
は
関
西
・
中
国
・
四

国
・
関
東
な
ど
か
ら
２７
家
族
（
宿
泊
１８
・
日
帰
り
９
）、

ふ
く
や
ま
っ
こ
は
０
歳
か
ら
１７
歳
ま
で
の
２８
人
。
父

母
、
兄
弟
児
を
合
わ
せ
る
と
総
勢
百
名
と
い
う
大
盛

況
の
会
で
し
た
。

　

ま
ず
は
ラ
ン
チ
会
。
久
々
の
再
会
を
喜
ぶ
家
族
、

初
め
て
参
加
さ
れ
る
家
族
、
皆
さ
ん
す
ぐ
に
打
ち
解

け
、「
う
ち
の
子
は
こ
ん
な
だ
よ
」
と
会
話
が
弾
み
、

お
互
い
を
知
る
良
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

食
後
は
い
よ
い
よ
体
験
会
。
⑴
う
つ
伏
せ
保
持

ク
ッ
シ
ョ
ン
作
成
⑵
電
動
移
動
器
具
体
験
⑶
車
椅
子

試
乗
、
の
３
つ
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

⑴
う
つ
伏
せ
保
持
ク
ッ
シ
ョ
ン
「
と
り
ち
ゃ
ん
」

は
、
う
つ
伏
せ
の
姿
勢
を
簡
単
に
保
持
で
き
る
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
系
ウ
レ
タ
ン
ク
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。
開
発
者

で
京
都
府
立
与
謝
の
海
支
援
学
校
の
篠
原
勇
先
生
ご

指
導
の
も
と
、
パ
パ
マ
マ
が
子
ど
も
の
身
体
に
合
わ

せ
た
ウ
レ
タ
ン
を
カ
ッ
タ
ー
で
削
り
、
見
事
に
完
成

さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
で
家
庭
で
も
楽
し
く
う
つ
伏

せ
姿
勢
が
と
れ
、
リ
ハ
ビ
リ
や
排
痰
介
助
に
も
一
役

買
っ
て
く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

⑵
電
動
移
動
器
具
は
、
滋
賀
県
の
び
わ
こ
学
園
医

療
福
祉
セ
ン
タ
ー
草
津
の
理
学
療
法
士
、
高
塩
純
一

先
生
が
お
持
ち
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ボ
タ
ン
を
押
す

と
自
在
に
動
く
椅

子
「BabyLoco

」

に
は
、
驚
く
子
も

い
ま
し
た
が
、
あ

ま
り
の
楽
し
さ

に
「
降
り
た
く
な

い
！
」
と
降
車
拒

否
続
出
。
バ
ギ
ー

取
付
タ
イ
プ
の
電

動
装
置
も
あ
り
、

座
位
の
難
し
い
子

も
「
ボ
タ
ン
を
押

す
と
自
分
の
乗
っ

た
バ
ギ
ー
が
動

く
！
」
と
い
う
体

験
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
自

分
の
筋
力
で
動
き

回
る
の
が
難
し
い

ふ
く
や
ま
っ
こ
が
、
自
分
の
意
思
で
動
く
喜
び
を
味

わ
え
る
素
敵
な
乗
り
物
た
ち
に
、
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ

せ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

⑶
車
椅
子
試
乗
に
は
、
東
京
か
ら
株
式
会
社

７
６
６
の
岡
野
善
記
社
長
が
た
く
さ
ん
の
車
椅
子
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
日
本
製
な
の
に
タ
イ
ヤ

を
少
し
動
か
し
た
だ
け
で
ス
ッ
と
前
に
進
む
そ
の
軽

さ
に
驚
き
皆
さ
ん
興
味
津
々
で
す
。
子
ど
も
だ
け
で

な
く
大
人
も
試
乗
で
き
る
貴
重
な
体
験
も
あ
り
、
車

椅
子
に
初
め
て
乗
る
子
ど
も
達
も
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

　

体
験
会
後
か
ら
翌
日
は
、
グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
の
場

に
な
り
ま
し
た
。
ふ
く
や
ま
っ
こ
子
育
て
の
今
の
悩

み
、
将
来
の
こ
と
な
ど
話
題
が
尽
き
る
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。
情
報
交
換
だ
け
で
な
く
、
思
い
を
共
有
し

な
が
ら
、
じ
っ
く
り
と
話
が
で
き
ま
し
た
。

　

２
日
間
、
皆
さ
ん
と
て
も
い
い
笑
顔
で
し
た
。
普

段
い
ろ
い
ろ
な
思
い
を
な
か
な
か
吐
き
出
せ
な
い
方

も
、
同
じ
ふ
く
や
ま
っ
こ
家
族
な
ら
話
せ
る
と
い
う

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
家
族
同
士

の
交
流
が
増
え
、
ふ
く
や
ま
っ
こ
た
ち
が
一
緒
に

育
っ
て
い
け
る
輪
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
、
活
動
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
、
手
弁
当
で
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
先
生

方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
、
み
な
さ
ん
に
共
通
し

て
い
た
の
は
「
子
ど
も
達
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
も
の

を
作
り
た
い
」
と
い
う
熱
い
思
い
で
し
た
。
ご
協
力

頂
い
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

仕
事
を
始
め
て
思
う
こ
と大

阪
支
部
　
宗
本
　
智
之

　

今
年
、
２
０
１
４
年
１
月
か
ら
、
株
式
会
社
仙
拓

と
い
う
と
こ
ろ
で
働
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
働
く

と
い
い
ま
し
て
も
、
時
給
７
８
０
円
、
月
に
し
て
約

１
万
円
程
度
の
唯
の
バ
イ
ト
で
す
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
で
知
り
合
っ
た
、
社
長
の
佐
藤
仙
務
さ
ん
に
、
一

緒
に
働
き
ま
せ
ん
か
と
い
わ
れ
、
そ
う
い
え
ば
、
働

い
て
い
な
い
な
ぁ
と
思
い
、
当
た
り
前
の
こ
と
を

や
っ
て
み
た
感
じ
で
す
。最
近
で
は
、僕
よ
り
過
酷
な

環
境
、
病
状
で
稼
い
で
る
人
も
た
く
さ
ん
い
る
の
で
、

そ
の
こ
と
に
も
後
押
し
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

僕
の
担
当
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
分
析
。
プ
ロ
で
は
な
い
の
で
、

大阪で開催されたふくやまっこ家族の会関西お泊り会
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あ
く
ま
で
も
簡
易
な
も
の
で
す
が
、
仙
拓
の
Ｈ
Ｐ
の

細
か
い
流
入
な
ど
の
動
き
を
調
べ
、
表
や
グ
ラ
フ
化

し
、
対
応
を
検
討
す
る
と
い
う
内
容
で
す
。
ｈ
ｔ
ｍ

ｌ
や
ｃ
ｓ
ｓ
を
、
ざ
っ
と
理
解
し
た
り
、
突
然
、
三

冊
の
本
を
送
ら
れ
て
、
ひ
な
型
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、

エ
ク
セ
ル
で
フ
ァ
イ
ル
を
作
る
な
ど
、
準
備
が
か
な

り
面
倒
で
し
た
が
、
仕
事
自
体
は
、
こ
の
自
作
ひ
な

型
に
、
デ
ー
タ
を
吸
い
出
し
て
、
打
ち
こ
ん
で
い
く

と
い
う
簡
単
な
作
業
で
す
。

　

や
っ
て
み
て
思
っ
た
の
は
、
２５
日
が
嬉
し
か
っ
た

り
、
銀
行
が
混
ん
で
い
る
意
味
が
分
か
っ
た
り
と
、

バ
イ
ト
と
は
い
え
社
会
人
と
い
う
も
の
の
感
覚
を
少

し
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
視
野
が
広
が
っ
た
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
こ
の
お
金
や
仕
事
時
間
が
大
き
く
な

り
、
自
ら
生
計
を
立
て
て
い
く
こ
と
が
社
会
人
と
い

う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。
初
給
料
で
親
に
物
を
買
う
、

と
い
う
こ
と
も
体
験
で
き
、
有
り
難
い
こ
と
で
す
。

社
長
は
、
ど
ん
ど
ん
障
が
い
者
を
雇
っ
て
い
き
た
い

と
い
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
働
く
と
い
う
台
の
上

に
立
つ
と
、
そ
こ
に
は
も
う
障
が
い
者
と
い
う
バ
リ

ア
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
嬉
し
い
こ
と
で
す
が
、

厳
し
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
崩
れ
て
い
く

体
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
意
思
疎
通
が
、
大
切
か
と
思

い
ま
す
。
少
し
で
も
長
く
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
シ
リ
ー
ズ
「
輝
い
て
い
る
人
」（
表
紙
参
照
）

　「
こ
こ
ろ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
ひ
ろ
げ
よ
う
」

茨
城
支
部
　
有
賀
　
絵
理
さ
ん

　

現
在
、
茨
城
大
学
非
常
勤
講
師
、
同
大
学
人
文
学

部
市
民
共
創
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員
と
し
、

重
度
身
体
障
が
い
の
あ
る
災
害
時
要
援
護
者
で
あ
る

自
分
の
体
験
・
経
験
を
活
か
し
、
福
祉
を
専
門
、
主

に
地
域
福
祉
の
災
害
時
要
援
護
者
避
難
や
障
が
い
福

祉
な
ど
を
研
究
す
る
研
究
者
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
茨
城
県
支
部
の
役
員
を
は
じ
め
、
様
々
な
団

体
の
理
事
ま
た
は
役
員
、
そ
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
理
事
、

自
治
体
の
委
員
等
に
就
任
し
て
お
り
ま
す
。

　

日
頃
は
、
講
演
や
、
大
学
等
で
講
義
を
し
、
合
間

に
研
究
活
動
を
し
て
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
後
か
ら
３
年
目
に
入
っ
た
今
年
、

一
日
も
早
く　

№
２
８
１
に
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す

「
災
害
時
要
援
護
者
支
援
対
策-

こ
こ
ろ
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
を
ひ
ろ
げ
よ
う
─
」（
文
眞
堂
出
版
）
を
出

版
し
ま
し
た
。

　

災
害
時
要
援
護
者
の
対
策
は
課
題
が
山
積
し
て
い

ま
す
。
災
害
は
、
決
し
て
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

当
事
者
だ
け
の
問
題
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
災

害
は
日
本
国
だ
け
の
問
題
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
全
世

界
の
重
大
な
共
通
課
題
で
す
。
国
境
を
超
え
、
一
人

ひ
と
り
が
問
題
意
識
に
向
き
合
っ
た
時
、
一
つ
ひ
と

つ
が
解
決
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
皆
さ

ん
も
日
々
の
生
活
の
中
で
災
害
と
、
ど
の
よ
う
に
向

き
合
っ
て
い
く
か
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

目
標
で
あ
り
ゴ
ー
ル
は
、
一
人
ひ
と
り
の
「
意
識

上
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
こ
こ
ろ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」

で
す
。
災
害
時
要
援
護
者
も
非
障
が
い
者（
健
常
者
）

も
、
生
き
て
い
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
日
々
の
生

活
の
中
で
感
謝
に
変
え
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

　

障
が
い
の
あ
る
時
代
を
た
の
し
み
、
自
分
の
貴
重

な
経
験
や
体
験
を
研
究
活
動
に
活
か
し
、
障
が
い
者

と
非
障
が
い
者
の
両
方
の
気
持
ち
を
理
解
す
る
懸
け

橋
の
よ
う
な
研
究
者
に
な
れ
る
よ
う
、
今
後
も
精
進

し
て
参
り
ま
す
。

本
の
紹
介
　
（
６
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

美
術
館
開
館
記
念
に
あ
わ
せ
２
冊
目
の
画
集
が
で

き
ま
し
た
。
１
冊
２
、０
０
０
円
で
、
別
途
送
料
が

諸
経
費
を
含
め
５
０
０
円
で
す
。
ご
希
望
の
方
は
、

電
話
０
２
５
７-

２
３-

９
１
９
６　

佐
藤
伸
夫
ま
で

直
接
に
お
申
し
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
画
集

と
と
も
に
、
振
込
用
紙
を
同
封
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

■
タ
イ
ト
ル
：
佐
藤
伸
夫
画
集
２
０
１
４

■
発
　

行
　

日
：
２
０
１
４
年
９
月
１３
日
　
富
沢
修
一

■
発
　

行
　

者
：
新
潟
病
院
院
長

■
発
　

行
　

所
：
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
新
潟
病
院

　
　
　
　
　
　（
電
０
２
５
７-

２
２-

２
１
２
６
）

■
定
　
　
価
：
２
、０
０
０
円

事
務
局
だ
よ
り

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
か
ら
協
会
に
寄
付
金

　

協
会
は
、
大
手
情
報
シ
ス
テ
ム
会
社
の
日
本
ア
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発　

行　

人　

社
会
福
祉
法
人
全
国
心
身
障
害
児
福
祉
財
団

理　
事　
長　

伍　

藤　

忠　

春

編
集
責
任
者　
一
般
社
団
法
人　

日
本
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
協
会

代
表
理
事　

貝　

谷　

久　

宣

〒
170
─

０
０
０
５　

東
京
都
豊
島
区
南
大
塚
三
─
四
三
─
一
一

福
祉
財
団
ビ
ル

電　

話　

〇
三
─
六
九
〇
七
─
三
五
二
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
─
六
九
〇
七
─
三
五
二
九

http

：//w
w
w
.jm
da.or.jp/

《
一
部
80
円
》但
し
、
会
員
の
購
読
料
は
会
費
に
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

オ
ー
ナ
ー
（
設
置
者
）
様
に
な
っ
て
く
れ
る
方
の
紹

介
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

電話相談のお知らせ（JKA補助事業）

　公益財団法人JKA補助事業による電話相談を、平成２６年度も
実施しています。福祉・療育などに関する一般相談はこれまで
の毎週から月 ２回へ、医療に関する相談は、曜日が木曜日から
金曜日に変わりました。

■一般相談　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　毎月第 ２、第 ４金曜日　　午前１０時から午後 ４時３０分まで
■医療相談　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　毎月第 ３金曜日　午後 １時３０分から午後 ４時３０分まで　　
相談ダイヤル　０３・６９０７・３５３３　　　　　　　　　　　　　

イ
・
ビ
ー
・
エ
ム
株
式
会
社
（
東
京
）
か
ら
、
１２
月

に
寄
付
を
受
け
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
同
社
の

社
会
貢
献
活
動
の
一
環
で
、
退
職
し
た
社
員
が
非
営

利
団
体
や
学
校
な
ど
で
継
続
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
従
事
す
る
と
、
活
動
先
に
対
し
て
、
資
金
の
援

助
を
す
る
と
い
う
制
度
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

協
会
は
今
年
４
月
か
ら
、
昨
年
同
社
を
退
職
し
た

千
葉
支
部
の
会
員
、
遠
藤
雄
一
さ
ん
に
週
に
一
度
、

本
部
事
務
局
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
遠
藤
さ
ん
に
は
こ
れ
ま
で
に
、
救
急
医
療
カ
ー

ド
の
原
案
の
作
成
、
大
塚
駅
前
診
療
所
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
作
成
を
は
じ
め
、
専
門
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

能
力
を
活
か
し
た
様
々
な
業
務
を
担
当
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

寄
付
の
金
額
は
、
１０
万
５
千
円
で
、
遠
藤
さ
ん
と

も
相
談
し
て
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
さ
せ
る

事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇

母
親
の
三
回
忌
で
今
年
も
寄
付

　

昨
年
１０
月
、
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
患
者
だ
っ
た
母

親
の
一
周
忌
に
ち
な
ん
で
協
会
に
寄
付
を
し
た
い
と

申
し
出
の
あ
っ
た
福
岡
県
北
九
州
市
の
松
尾
登
志
子

さ
ん
か
ら
、
今
年
も
続
け
て
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

◇

キ
ユ
ー
ピ
ー
か
ら
ふ
く
や
ま
っ
こ
へ
寄
付

　

大
手
食
品
メ
ー
カ
ー
、キ
ユ
ー
ピ
ー
株
式
会
社（
東

京
）
か
ら
、
協
会
を
通
じ
て
「
ふ
く
や
ま
っ
こ
家
族

の
会
」
に
１０
月
末
、
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
同
社
の

グ
ル
ー
プ
従
業
員
の
推
薦
に
よ
り
、
社
会
・
環
境
を

推
進
す
る
と
い
う
趣
旨
の
制
度
で
、
半
期
分
と
し
て

約
６
万
５
千
円
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

◇

◆
ご
賛
助

・
木
村　

卓
美
・
英
子
様
（
兵
庫
県
）、・
矢
澤　

健

司
様
（
東
京
都
）

◇

筋
ジ
ス
自
販
機
の
募
金
実
績

　

協
会
と
中
央
共
同
募
金
会
、
そ
れ
に
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ハ
ー
ト
フ
ル
福
祉
募
金
の
三
者
に
よ
る
共
同
事

業
、
筋
ジ
ス
自
販
機
設
置
事
業
で
、
今
年
は
１０
月
末

ま
で
に
累
計
で
２
１
、１
０
０
円
の
募
金
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

筋
ジ
ス
自
販
機
は
、
オ
ー
ナ
ー
（
設
置
者
）
様
の

手
数
料
の
一
部
、
協
賛
飲
料
メ
ー
カ
ー
様
の
売
上
げ

の
一
部
、
飲
料
購
入
者
の
ボ
タ
ン
に
よ
る
募
金
が
、

中
央
共
同
募
金
会
を
通
し
て
協
会
に
助
成
さ
れ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
筋
ジ
ス
自
販
機
の


